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は

じ

め

に

本
稿
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
け
る
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
領
域
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。
私
は
本
稿
を
通
じ
て
み
な
さ
ん
の
期

待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
だ
が
、
な
お
私
は
、
み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
確
信
を

持
て
な
い
。
と
い
う
の
も
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
、
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
は
ま
す
ま
す
多
く
の
批
判
に
晒
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
で
は
な
い
に
し
ろ
、
か
な
り
多
く
の
人
々
が
、
も
っ
ぱ
ら
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
否

定
的
側
面
ば
か
り
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、｢

法
曹
は
一
般
の
人
々
の
不
幸
を
だ
し
に
し
て
お
金
を
稼
い
で
い
る｣

と
い

う
よ
う
に
で
あ
る
。
人
々
は
ま
た
、｢

ス
ト
ラ
イ
キ
・
ロ
イ
ヤ
ー｣

｢

被
害
者
ハ
ン
タ
ー｣

｢

ア
ン
ビ
ュ
ラ
ン
ス
・
チ
ェ
ー
サ
ー｣

と
い

っ
て
法
曹
を
批
判
す
る
。
法
曹
は
、
他
の
人
々
の
問
題
か
ら
お
金
を
か
す
め
取
る
た
め
に
、
手
続
を
遅
延
さ
せ
、
実
際
に
意
味
の
あ
る

ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ロ
ー
リ
ン
グ

福

井

康

太
／
訳

Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
け
る
法
曹
の
新
し
い
職
域：

オ
ラ
ン
ダ
の
場
合

翻

訳
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解
決
を
阻
害
す
る
な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
曹
は
新
し
い
こ
と
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
政
治
家
や
実
業
家
に
抵
抗
し
て

も
っ
ぱ
ら

｢

そ
れ
は
禁
止
さ
れ
て
い
る｣

と
ば
か
り
言
う
な
ど
と
さ
れ
る
。
法
曹
は
一
つ
の
問
題
解
決
を
も
た
ら
す
代
わ
り
に
十
の
新

た
な
問
題
を
作
り
出
す
と
も
批
判
さ
れ
る
。
ま
た
法
曹
は
嘘
つ
き
だ
と
も
。
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
否
定
的
側
面
は
周
知
の
こ
と

で
あ
る
。
最
も
若
い
世
代
の
法
曹
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

(

私
は
あ
な
た
方
が
こ
の
講
演
に
顔
を
出
し
て
く
れ
て
う
れ

し
く
思
う)

、
こ
の
よ
う
な
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
批
判
は
い
つ
の
時
代
に
も
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

(

１)

本
稿
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
け
る
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
領
域
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
。
私
は
本
稿
で
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け

る
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
い
と
思
う
。
最
初
に
、
議
論
に
必
要
な
い
く
つ
か
の
基
本
デ
ー
タ
を
明
ら
か
に

し
て
お
こ
う
。

(

２)

オ
ラ
ン
ダ
は
二
五
カ
国
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
主
要
国
の
一
つ
で
あ
る
。
今
日
、
オ
ラ
ン
ダ
は
一
六
〇
〇
万
人
の
人
口
を
擁

し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
法
学
部
を
も
つ
九
つ
の
大
学
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
現
在
、
こ
れ
ら
の
法
学
部
に
二
五
〇
〇
〇
人
の
学
生
が
在

学
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
万
人
の
学
生
の
う
ち
の
一
三
％
が
法
学
部
に
在
学
し
て
い
る
。
六
〇
〇
〇
人
以
上
が
法
学
部
一
年
生

と
な
り
、
そ
し
て
約
三
〇
〇
〇
人
の
学
生
が
法
学
部
の
課
程
を
修
了
す
る
。

二
〇
〇
四
年
現
在
、
オ
ラ
ン
ダ
に
は
四
万
人
の
法
曹
が
い
る
。
私
が
把
握
し
て
い
る
最
新
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
約
四
〇

％
が
司
法
関
係
の
職
に
就
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
廷
弁
護
士
や
公
証
人
な
ど
と
し
て
働
い
て
い
る
。
そ
し
て
二
四
％
が
公
共
サ
ー
ビ

ス
、
行
政
庁
、
政
府
や
地
方
府
等
の
職
に
就
い
て
お
り
、
六
％
が
銀
行
や
保
険
会
社
と
い
っ
た
金
融
機
関
で
働
い
て
お
り
、
三
％
が
法

学
教
育
の
職
に
就
い
て
い
る
。
残
り
が
二
七
％
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
四
％
が
特
許
弁
護
士
な
ど
と
し
て
産
業
界
に
職

を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
以
外
、
私
は
明
確
な
情
報
を
把
握
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
か
な
り
高
い
割
合
の
者
が
商
事
企
業
で
弁
護
士
と

し
て
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(

３)

本
稿
の
課
題
は
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
領
域
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ま
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
の
法
学
部
の
学
生
と
法
曹
と
に
関
す
る

翻 訳
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基
本
情
報
を
明
ら
か
に
し
た
。
続
い
て
、
こ
の
情
報
の
内
訳
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
か
、

従
来
型
の
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
将
来
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
何
か
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
の

う
ち
以
上
と
内
容
を
異
に
す
る
の
は

｢

紛
争
と
そ
の
解
決
に
つ
い
て｣

の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
法
曹
に
求
め
ら
れ
る
公
式
手

続
上
の
役
割
に
つ
い
て
、
よ
り
深
い
洞
察
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
領
域
に
つ
い
て
の
結

論
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

あ
ら
か
じ
め
付
言
し
て
お
く
が
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
の
事
例
の
紹
介
に
す
ぎ
な
い
。
他
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
は
状
況
は
異
な
る

に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
法
曹
の
地
位
が
経
済
、
社
会
、
文
化
的
状
況
に
応
じ
て
異
な
る
と
い
う
事
実
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
け
る
経
済
、
社
会
、
文
化
状
況
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
そ
れ
と
同
じ
で
は
な
く
、
ま
た
Ｅ
Ｕ
諸
国
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
そ
れ
と
同
じ
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
法
曹
、
法
廷
弁
護
士

[
B

arriste
r]

、
事
務
弁
護
士

[
S

o
licito

r]

、
裁

判
官
、
公
証
人
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
等
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
で
異
な
る
意
味
を
有
す
る
。
本
稿
で
一
つ
の
結
論
が
示
さ
れ
る
と
し
て
も
、

こ
こ
で
述
べ
た
付
言
に
留
意
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
。

法
学
部
の
学
生
数
の
増
大

一
八
四
〇
年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
約
三
〇
〇
万
人
の
人
口
の
う
ち
、
大
学
生
は
一
四
一
〇
人
し
か
い
な
か
っ
た
。

(

４)

こ
の
こ
と
は
一
〇

万
人
の
人
口
に
つ
き
五
〇
人
し
か
学
生
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
学
生
の
う
ち
の
三
分
の
一
が
法
学
部
生

で
あ
っ
た
。
法
学
部
生
の
割
合
は
一
八
七
〇
年
に
は
四
〇
％
ま
で
増
大
し
た
。
こ
の
年
は
、
奇
し
く
も
オ
ラ
ン
ダ
で
産
業
革
命
が
始
ま

っ
た
年
で
あ
る

(

他
の
欧
州
諸
国
に
比
べ
る
と
か
な
り
遅
い)

。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
急
成
長
し
た
専
攻
領
域
は
自
然
科
学
で
は
な

く
、
生
命
科
学
、
と
り
わ
け
医
学
で
あ
っ
た
。
一
八
九
〇
年
に
は
全
学
生
の
五
五
％
が
医
学
部
生
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二
〇
年

ＥＵ諸国における法曹の新しい職域：オランダの場合
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ま
で
は
、
法
学
部
生
と
他
の
社
会
科
学
の
学
生
と
の
間
に
区
別
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え

ば
、
経
済
学
と
社
会
学
は
法
学
部
で
教
え
ら
れ
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
ま
で
、
唯
一
の
社
会
科
学
系
学
部
は
法
学
部
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

数
十
年
を
経
て
、
経
済
学
と
社
会
学
は
独
立
の
学
部
と
な
っ
た
。

一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
の
時
代
に
は
、
社
会
科
学
系
の
学
生
割
合
は
増
大
し
た
が
、
法
学
部
生
の
割
合
は
下
が
り
、
一

九
二
〇
年
の
一
四
％
か
ら
一
九
三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
に
か
け
て
一
一
％
か
ら
九
％
に
ま
で
減
少
し
た
。
一
九
六
〇
年
代

に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
は
一
一
〇
〇
万
人
の
人
口
が
あ
っ
た
。
当
時
で
も
四
万
人
以
上
の
学
生
が
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
〇
万
人
の
人
口

に
つ
き
三
六
七
人
で
あ
る
。
学
生
の
う
ち
の
三
二
％
が
社
会
科
学
を
専
攻
し
て
い
た
が
、
法
学
専
攻
は
そ
の
う
ち
の
七
％
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
な
お
、
ベ
ル
ギ
ー
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

(

５)

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
一
九
六
四
年
と
六
七
年
に
入
試
制
度
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
ず
、
ラ
テ
ン
語
が
入
試
の
必
須
科
目
で
は
な
く
な

っ
た
。
こ
れ
に
加
え
、
夜
間
部
の
学
生

(
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
昼
間
は
就
労
し
て
い
た)

に
法
学
専
攻
者
が
増
え
て
き
た
。
一
九
六
〇

年
に
は
、
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
法
学
部
に
二
〇
〇
人
の
学
生
が
い
た
が
、
六
五
年
に
は
五
〇
〇
人
、
七
〇
年
に
は
一
六
〇
〇
人
、
八

〇
年
に
は
二
〇
〇
〇
人
と
な
り
、
今
日
で
は
三
五
〇
〇
人
の
学
生
が
在
学
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
他
大
学
の
法
学
部
で
も
同
様
の
展

開
が
見
ら
れ
た
。
私
が
法
学
部
に
入
学
し
た
一
九
七
七
年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
は
一
四
〇
〇
万
人
の
人
口
を
擁
し
て
い
た
。
当
時
は
オ
ラ

ン
ダ
の
大
学
の
法
学
部
に
は
一
九
〇
〇
〇
人
の
法
学
部
生
、
す
な
わ
ち
全
学
生
数
の
一
三
％
が
法
学
部
生
で
、
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
大
学

法
学
部
に
は
一
八
〇
〇
人
の
学
生
が
い
た
。
今
日
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
は
一
六
〇
〇
万
人
の
人
口
が
あ
り
、
二
五
〇
〇
〇
人
の
法
学
部

生
が
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
も
全
学
生
数
の
一
三
％
は
法
学
部
生
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
一
九
七
七
年
か
ら
今
日
ま
で
、
法
学

部
の
学
生
数
は
三
〇
％
以
上
増
え
て
い
る
。

(

６)

要
す
る
に
、
ほ
ぼ
こ
こ
三
〇
年
間
で
オ
ラ
ン
ダ
の
人
口
は
一
五
％
増
え
た
の
に
対
し
、
法
学
部
の
学
生
数
は
そ
の
二
倍
も
増
え
て
い

翻 訳
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る
。法

学
部
の
学
生
数
の
増
加
と
国
民
経
済
の
成
長
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
他
の
学
生
数
の
増

加
要
因
と
し
て
は
、
中
・
下
層
階
級
の
教
育
機
会
が
広
が
っ
た
こ
と
や
、
女
子
の
教
育
機
会
が
増
大
し
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

ち
な
み
に
、
法
学
専
攻
は
従
来
か
ら
女
子
の
間
で
人
気
が
あ
っ
た
。
法
学
部
生
の
約
三
〇
％
が
つ
ね
に
女
子
学
生
で
あ
っ
た
。
こ
の

点
は
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
関
係
は
な
い
。
む
し
ろ
、
女
子
学
生
が
、
上
流
階
層
の
者
同
士
で
結
婚
で
き
る
機
会
を
増
や
す
べ

く
、
上
流
階
層
の
男
子
学
生
と
の
交
流
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
。
学
生
総
数
の
う
ち
の
三
〇
％
と
い
う
法
学
部

生
の
割
合
は
、
一
九
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
に
は
減
少
し
、
七
〇
年
代
に
は
二
〇
％
に
ま
で
減
少
し
た
。
だ
が
一
九
八
〇
年
に
は
三
〇

％
ま
で
回
復
し
た
。
さ
ら
に
、
女
子
の
入
学
者
は
し
だ
い
に
増
え
、
今
日
で
は
五
〇
％
以
上
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
注

目
す
べ
き
展
開
だ
と
思
わ
れ
る
。

(

７)
な
お
、
こ
う
し
た
展
開
は
他
の
欧
州
諸
国
で
も
同
様
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(

８)

つ
ぎ
に
最
近
一
〇
年
の
学
生
の
関
心
領
域
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
こ
の
一
〇
年
で
は
、
法
学
専
攻
に
対
す
る
学
生
の
関
心
は
比

較
的
に
安
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
貫
し
て
一
三
％
か
ら
一
六
％
の
学
生
が
法
学
を
専
攻
し
て
い
る
。
若
干
の
変
動
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
競
合
す
る
他
専
攻
領
域
と
関
係
し
て
い
る
。
競
合
す
る
他
専
攻
領
域
と
は
、
社
会
学

と
く
に
七
〇
年
代
に
は
そ
う
だ
っ

た

お
よ
び
経
済
学
で
あ
る
。
最
近
に
な
る
と
、
社
会
学
の
代
わ
り
に
経
営
学
が
競
合
領
域
と
な
り
、
さ
ら
に
国
際
組
織
論
が
競
合

領
域
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
付
言
し
て
お
く
と
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
専
攻
領
域
は
大
学
で
の
専
攻
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
最
近
の
現
象

と
し
て
、
高
等
専
門
学
校

[
h

ig
h

e
r

p
ro

fe
ssio

n
al

e
d

u
catio

n]
レ
ベ
ル
に
お
け
る
法
学
教
育
の
伸
長
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
等
専
門
学
校
で
の
法
学
教
育
は
学
術
的
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
修
了
生
た
ち
は
法
廷
弁
護
や
公
証
業
務
、
裁
判
実
務
に
携
わ
る
こ
と

は
で
き
な
い

(

少
な
く
と
も
法
廷
弁
護
士
、
公
証
人
、
裁
判
官
と
し
て
働
く
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い)

。

ど
の
法
学
部
も
多
く
の
専
攻
科
目
を
用
意
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
内

(

つ
ま
り
オ
ラ
ン
ダ)

私
法
、
憲
法
、
行
政
法
、
刑
法
、

ＥＵ諸国における法曹の新しい職域：オランダの場合
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会
社
法
、
国
際
法
、
Ｅ
Ｕ
法
、
公
証
法
、
税
法
で
あ
る
。
最
も
人
気
が
あ
る
の
は
オ
ラ
ン
ダ
私
法
で
あ
る
。
就
職
の
機
会
が
比
較
的
に

少
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
刑
法
も
人
気
科
目
で
あ
る
。
学
生
は
私
の
専
門
領
域
で
あ
る
憲
法
・
行
政
法
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
。

(

９)

昨
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
学
生
に

｢

ど
の
よ
う
な
職
に
就
き
た
い
か｣

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
回
答
が
得
ら
れ
た
。

(

�)

学
生
た

ち
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
最
も
魅
力
的
な
職
業
は
法
廷
弁
護
士
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
人
気
が
あ
る
の
は
政
府
、
行
政
庁
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
仕
事
で
あ
る
。
学
生
に
最
も
地
位
が
高
い
と
見
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
裁
判
官
は
三
番
人
気
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た

ご
く
少
数
で
は
あ
る
が
税
務
弁
護
士
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
学
生
も
い
る
。
遺
憾
な
こ
と
だ
が
、
法
学
研
究
者
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
る
者
は
わ
ず
か
し
か
い
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
の
学
生
は
研
究
者
を
羨
望
の
ま
な
ざ
し
で
は
見
て
い
な
い
。
彼
ら
の
目
か
ら
見
れ
ば
、

大
学
教
授
は

｢

負
け
組｣

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
展
開

大
学
で
法
学
課
程
を
修
了
し
た
学
生
の
就
職
は
平
均
し
て
か
な
り
よ
い
。
不
況
下
で
も
職
に
就
け
な
い
法
曹
資
格
取
得
者
は
ご
く
少

数
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
七
五
年
は
不
況
の
年
だ
っ
た
。
同
年
四
六
五
人
の
法
曹
資
格
取
得
者
が
職
に
就
け
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
法

曹
資
格
取
得
者
全
体
の
三
％
が
職
に
就
け
な
か
っ
た
。
概
し
て
法
曹
は
他
の
専
門
よ
り
就
職
の
機
会
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

関
す
る
一
つ
の
説
明
は
司
法
扶
助
業
務
の
堅
調
な
拡
大
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
説
明
は
、
政
府
と
地
方
府
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
で

あ
る
。
立
法
の
増
大
と
公
共
事
務
の
拡
大
の
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
法
曹
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
の
説
明
は
、
従
来
は

[

企
業
等
の]

被
用
者
の
た
め
の
仕
事
だ
っ
た
業
務
に
法
曹
が
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法

学
教
育
を
受
け
て
い
な
い
者
か
ら
仕
事
を
奪
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、
法
曹
の
給
与
の
開
始
額
が
低
額
だ
と
い
う
こ

と
も
説
明
と
な
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
お
よ
そ
三
〇
年
間
に
オ
ラ
ン
ダ
の
人
口
が
一
五
％
増
え
た
の
に
対

翻 訳
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し
て
、
法
学
部
の
学
生
数
は
そ
の
二
倍
増
え
て
い
る
。
今
日
の
オ
ラ
ン
ダ
に
は
一
六
〇
〇
万
人
の
人
口
が
あ
り
、
二
五
〇
〇
〇
人
の
法

学
部
生
が
い
る
。
す
べ
て
の
学
生
の
一
三
％
が
法
学
部
生
で
あ
る
。
彼
ら
は
ど
こ
に
職
を
見
い
だ
せ
ば
よ
い
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
法
曹

は
ど
の
よ
う
な
業
務
に
携
わ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
業
務
に
携
わ
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

[

法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
統
計]

○
法
曹
の
絶
対
数

一
九
三
〇
年：

約
四
〇
〇
〇
人

二
〇
〇
四
年：

約
四
〇
〇
〇
〇
人

(

一
九
三
〇
年
の
一
〇
倍)

す
な
わ
ち
人
口
一
〇
万
人
に
対
し
て
二
五
〇
人
の
法
曹
人
口
。
二
五
〇
人
の
法
曹
の
う
ち
一
〇
〇
人
が
法
廷
弁
護
士
、

公
証
人
、
裁
判
官
と
な
っ
て
い
る
。

○
百
分
率
に
よ
る
職
種
別
デ
ー
タ
表
示

ＥＵ諸国における法曹の新しい職域：オランダの場合

(

一
九
三
〇)(

一
九
四
七)(
一
九
六
〇)(

一
九
七
三)(

二
〇
〇
四)

法
廷
弁
護
士
・
公
証
人
・
裁
判
官

51.1

39.4

33.6

29.6

40％

公
共
サ
ー
ビ
ス

(

公
務
員)

15.3

25.2

22.4

27.8

24％
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こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
仕
事
は
、
正
式
に
法
曹
資
格
を
取
得
し
て
い
な
け
れ
ば
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
判
事
や
検

事
、
法
廷
弁
護
士
な
い
し
事
務
弁
護
士
、
仲
裁
人

[
p

ro
cu

re
r]

、
公
証
人
は
法
曹
資
格
取
得
者
で
な
け
れ
ば
就
業
で
き
な
い
。
現
在

の
と
こ
ろ
法
曹
は
こ
う
し
た
業
務
を
独
占
し
て
い
る
。
裁
判
官
数
に
は
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
数
年
前
ま
で
は
公
証
人
の
数
も
制

限
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
今
日
で
は
、
競
争
で
の
生
き
残
り
と

(

業
者
を
含
む)

消
費
者
か
ら
の
手
数
料
削
減
要
求
の
た
め
に
、
そ

う
し
た
制
限
は
撤
廃
さ
れ
て
い
る
。
法
廷
弁
護
士
の
市
場
も
か
な
り
柔
軟
化
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
の
ち
に
挙
げ
る
通
り
で
あ

る
。上

述
以
外
の
い
く
つ
か
の
仕
事
に
就
く
場
合
に
も
、
実
際
上
法
曹
資
格
を
取
得
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
手
続
補
助
人

[
p

ro
ce

ss
se

rv
e

rs]

や

(

法
廷
弁
護
士
で
は
な
い)

法
律
顧
問
は
十
分
な
法
律
知
識
な
く
し
て
は
務
ま
ら
な
い
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

公
式
も
し
く
は
実
際
上
法
曹
資
格
を
取
得
し
て
い
る
必
要
の
あ
る
職
業
は
、
一
九
九
七
年
、
九
八
年
に
は
八
％
に
ま
で
増
え
て
い
る
。

前
世
紀
末
は
経
済
的
に
好
調
な
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
な
っ
て
も
法
曹
の
数
は
減
っ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
法
廷
弁

護
士
の
増
加
割
合
は
二
〇
〇
三
年
に
は
三
％
ま
で
落
ち
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
そ
れ
で
も
な
お
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

私
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
統
計
上
の
傾
向
は
他
の
欧
州
諸
国
と
そ
れ
ほ
ど
異
な
ら
な
い
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
歴
史
の
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
の

翻 訳

法
学
教
育

4.2

3.6

4.5

10.2

3％

銀
行
・
保
険
業

13.1

10.3

12.5

9.9

6％

そ
の
他

16.3

21.5

27.0

22.5

27％

(

�)
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名
門
大
学
で
あ
る
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
の
卒
業
生
の
活
躍
領
域
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
同
大
学
の
卒
業
生
の
五
〇
％
以
上
が
、
伝
統
的
な

法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
法
廷
弁
護
士
や
公
証
人
、
裁
判
官
と
い
っ
た
職
に
就
い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
一
五
％
は
公
務
員
に
な

り
、
三
〇
％
は
実
業
界
に
職
を
得
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
ベ
ル
ギ
ー
で
も
ド
イ
ツ
で

も
、
オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
よ
り
多
く
の
者
が
伝
統
的
な
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
職
に
就
い
て
い
る
。

私
た
ち
は
こ
う
し
た
統
計
上
の
あ
ら
ゆ
る
数
字
に
惑
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
関
す

る
よ
り
詳
細
な
検
討
に
入
ろ
う
。
議
論
す
べ
き
点
は
、
ま
ず
、
伝
統
的
な
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
裁
判
官
、
法
廷
弁
護

士
、
公
証
人
に
つ
い
て
で
あ
り
、
つ
ぎ
に
、
政
府
や
行
政
庁
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
し
て
、
企
業
法
務
に
つ

い
て
で
あ
る
。
以
上
に
つ
い
て
述
べ
た
あ
と
で
、
法
曹
の
職
域
に
関
す
る
興
味
深
い
論
点
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
思
う
。
こ
こ
で
法
曹

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
重
要
な
変
動
と
発
展
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
国
際
化
、
合
同
事
務
所
化
を
は
じ
め
と
す

る
法
律
事
務
所
の
大
規
模
化
、
効
率
化
、
商
業
化
、
競
争
化
、
よ
き
経
営

[
g

o
o

d
g

o
v
e

rn
an

ce]

、
こ
れ
に
加
え
て
、
自
己
責
任
の
強

化
で
あ
る
。

裁
判
官

オ
ラ
ン
ダ
に
は
、
一
六
〇
〇
万
人
の
住
民
に
つ
き
二
二
〇
〇
人
の
裁
判
官
が
い
る
。
す
な
わ
ち
、
七
二
七
三
人
に
一
人
の
裁
判
官
、

人
口
一
〇
万
人
に
つ
き
一
三
・
七
五
人
の
裁
判
官
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
裁
判
所
に
は
裁
判
官
以
外
に
さ
ら
に
七
一
二
〇

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。
裁
判
官
の
ポ
ス
ト
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
資
格
認
定
基
準
は
厳
格
で
あ
る
。
裁
判
所
は
成
果
に

基
づ
い
て
予
算
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
基
本
的
に
事
件
処
理
数
に
応
じ
て
予
算
を
得
る

[
p

aid
p

e
r

v
e

rd
ict]

。
よ
り
効
率
的
た

る
べ
し
と
い
う
目
標
は
、
裁
判
官
や
補
佐
ス
タ
ッ
フ
の
削
減
を
帰
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
効
率
的
な
裁
判
所
と
い
う
要
請
は
、
よ
り

ＥＵ諸国における法曹の新しい職域：オランダの場合
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多
く
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
と
調
停
手
法
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
事
案
の
う
ち
の
い
く
つ
か
の
類
型
は
、
た
と
え
ば
Ｅ
Ｕ
法
の
影
響

に
よ
っ
て
、
よ
り
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
。
結
論
と
し
て
、
今
後
も
裁
判
所
は
拡
充
さ
れ
続
け
る
と
述
べ
て
お
き
た
い
。
私
は
、
毎
年

一
二
〇
の
新
た
な
裁
判
官
ポ
ス
ト
が
新
設
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

裁
判
官
職
の
新
し
い
領
域
は
、
実
質
的
に
見
れ
ば
、
国
際
法
と
Ｅ
Ｕ
法
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
Ｅ
Ｕ
法
と
は
、
欧
州
レ
ベ
ル
の
法
に

留
ま
ら
ず
、
と
り
わ
け
加
盟
諸
国
の
国
内
私
法
、
会
社
法
、
行
政
法
、
刑
法
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
ハ
ー
グ
に
国
際
司
法
裁
判
所
、
国

際
仲
裁
裁
判
所
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
も
の
国
際
裁
判
所
が
存
在
す
る
ゆ
え
に
、
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
国
際
法
は
と
り
わ
け
重
要
で

あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
裁
判
官
職
の
新
し
い
領
域
と
し
て
、
調
停
や
交
渉
、
あ
っ
せ
ん
、
す
な
わ
ち
Ａ
Ｄ
Ｒ

(

判
決
に
よ
ら
な
い
紛
争

解
決)

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
裁
判
官
に
対
す
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
特
別
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
最
近
に
な
っ

て
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
組
み
込
ん
だ
特
別
法
廷
の
実
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
し
い
手
続
法
の
導
入
に
伴
う

｢

手
続
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
裁
判
官｣
も
ま
た
新
し
い
領
域
で
あ
る
。

法
廷
弁
護
士

オ
ラ
ン
ダ
の
一
六
〇
〇
万
人
の
人
口
の
う
ち
一
二
五
〇
〇
人
が
法
廷
弁
護
士
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
二
八
〇
人
の
人
口
に
つ
き
一

人
の
法
廷
弁
護
士
、
人
口
一
〇
万
人
に
つ
き
七
八
・
一
二
五
人
の
法
廷
弁
護
士
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
法
廷
弁
護
士
数
は
公
式
に
は
制

限
さ
れ
て
い
な
い
が
、
法
廷
弁
護
士
と
し
て
公
的
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
廷
弁
護
士
の
数
は
な
お
増
加
し
て
い
る
が
、

こ
れ
と
は
異
な
る
動
向
の
方
が
よ
り
衝
撃
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
合
同
・
大
規
模
事
務
所
化
、
そ
し
て
国
際
化
と
い
う
動
向
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
う
。
大
規
模
事
務
所
化
、
国
際
化
と
い
っ
た
動
向
に
つ
い
て
は

[
あ
ま
り
に
自
明
な
た
め]

ほ
と
ん
ど
説
明
不
要
で
あ

る
よ
う
に
も
思
え
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
際
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
影
響
と
効
率
性
向
上
な
る
目
標
と
に
よ
っ
て
も
た

翻 訳
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ら
さ
れ
た
、
競
争
激
化
と
商
業
化
の
傾
向
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
以
来
、
弁
護
士
事
務
所
は
弁
護
士
の
独
占
物
で
は
な
く
な
っ
た
。
今

日
で
は
、
法
廷
弁
護
士
は
銀
行
や
保
険
会
社
な
ど
他
の
企
業
に
被
用
者
と
し
て
雇
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

｢

組
織
内
法
廷

弁
護
士｣

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(

�)

さ
ら
に
新
し
い
現
象
と
し
て
は
、
自
己
責
任
の
表
現
と
し
て
の
訴
訟
保
険
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
訴
訟
保
険
は

(

公
的
扶
助
の
後
退
の
結
果)

い
ま
も
な
お
成
長
市
場
で
あ
る
。
保
険
会
社
に
と
っ
て
、
有
資
格
の
組
織

内
弁
護
士
は
非
常
に
魅
力
的
で
あ
る
。
組
織
内
法
廷
弁
護
士
は
、
実
際
に

｢

新
し
い
現
象｣

だ
と
言
っ
て
よ
い
。
と
い
う
の
も
、
ベ
ル

ギ
ー
や
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た
大
陸
法
諸
国
で
は
、
組
織
内
法
廷
弁
護
士
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
他
方
、
英
米
法
諸
国
で
は
、
組
織
内
法
廷
弁
護
士
や
組
織
内
事
務
弁
護
士

(

ア
メ
リ
カ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
で
認
め
ら
れ
て

い
る)

に
は
な
じ
み
が
深
い
。
法
廷
弁
護
士
に
つ
い
て
最
後
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
点
は
、
専
門
事
務
所
化
の
傾
向
に
つ
い
て

で
あ
る
。
小
規
模
法
律
事
務
所
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
法
律
事
務
所
は
、
た

と
え
ば
家
族
法
、
不
動
産
法
、
契
約
法
、
刑
法
と
い
っ
た
領
域
に
専
門
特
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
大
規
模
法
律
事

務
所
、
し
ば
し
ば
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
弁
護
士
を
擁
す
る
国
際
法
律
事
務
所
の
共
同
経
営
事
務
所
や
そ
の
支
所
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

大
規
模
法
律
事
務
所
は
、
た
と
え
ば
会
社
法
や
国
際
契
約
法
、
証
券
取
引
法
、
運
送
法
な
ど
に
専
門
特
化
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き

こ
と
に
、
最
近
の
法
学
部
生
た
ち
は
、
大
規
模
法
律
事
務
所
で
は
な
く
、
小
規
模
法
律
事
務
所
を
好
む
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
金

儲
け
に
つ
い
て
の
最
近
流
行
の
考
え
方
と
は
関
係
が
な
い
。
む
し
ろ
、
大
規
模
法
律
事
務
所
で
は
訴
訟
で
は
な
く

(

契
約
書
作
成
を
含

む)

顧
問
業
務
が
主
た
る
業
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
法
学
部
生
は
訴
訟
を
担
当
し
た
い
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
私
た
ち
が
学
生
に
推
奨
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
私
た
ち
が
彼
ら
に
与
え
て
い
る
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
。
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
領
域
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
は
、
顧
問
業
務
の
増
大
な
る
現
象
が
、
公
証
人
の
業
務

領
域
や
、
法
廷
弁
護
士
試
験
に
合
格
し
な
か
っ
た
二
流
法
曹
の
業
務
領
域
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
ま
す
ま
す
一
流
法
律
事

ＥＵ諸国における法曹の新しい職域：オランダの場合
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務
所
の
業
務
領
域
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

概
し
て
訴
訟
よ
り
も
顧
問
業
務
か
ら
、
よ
り
多
く
の
収
入
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
。

要
約
的
に
述
べ
れ
ば
、
新
し
い

い
や
新
た
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
べ
き
か

法
廷
弁
護
士
の
職
域
と
は
、
顧

問
業
務
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
二
つ
で
あ
る
。
法
廷
弁
護
士
の
全
く
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、
組
織
内
法
廷
弁
護
士

(

企
業
弁
護
士)

が
登

場
し
て
い
る
。
組
織
内
法
廷
弁
護
士
の
う
ち
で
は
、
保
険
会
社
に
属
す
る
組
織
内
法
廷
弁
護
士
が
成
長
業
種
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
法

廷
弁
護
士
も
ま
た
、
裁
判
官
の
場
合
と
同
様
、
国
際
法
と
Ｅ
Ｕ
法

(

と
り
わ
け
加
盟
国
の
国
内
私
法
、
会
社
法
、
行
政
法
、
刑
法)

を
、

し
か
も
効
率
化
さ
れ
た
や
り
方
で
、
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
証
人

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
一
二
五
〇
人
の
法
曹
が
公
証
人
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
こ
れ
は
一
二
八
〇
〇
人
の
人
口
に
一
人
の
割
合
、
つ
ま

り
人
口
一
〇
万
人
に
つ
き
七
・
八
一
二
五
人
の
公
証
人
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
字
は
公
証
人
と
ほ
ぼ
同
様
の
業
務
を
行
っ
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る

｢

公
証
人
候
補
者｣

を
除
外
し
た
数
字
で
あ
る
。
公
証
人
の
ポ
ス
ト
数
は
公
式
に
は
な
ん
ら
制
限
さ
れ
て
い
な
い
が
、

公
的
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
Ｅ
Ｕ
法
の
影
響
に
よ
り
、
公
証
人
の
性
格
は
実
質
的
に
変
容
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
新

し
い
立
法
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
公
証
人
に
競
争
を
持
ち
込
み
、
ま
た
商
業
化
を
要
求
し
て
い
る
。
今
日
で
は
公
証
人
手
数
料
の
ほ
と
ん
ど

は
無
料
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
公
証
人
数
の
増
加
は
ほ
ぼ
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。
私
は
、
好
調
な
不
動
産
取
引
が

(

こ
れ
ま
で
に
な
く

低
い
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
と
結
び
つ
い
て)

公
証
人
事
務
所
の
破
産
を
防
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

(

�)

翻 訳
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政
府
、
行
政
庁
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
一
六
〇
〇
万
人
の
人
口
の
う
ち
、
九
六
〇
〇
人
の
法
曹
が
政
府
、
行
政
庁
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
働
い
て
い
る
。

つ
ま
り
人
口
一
〇
万
人
に
つ
き
六
〇
人
が
そ
う
で
あ
る
。

(

�)

従
来
か
ら
、
政
府
、
地
方
府
、
行
政
庁
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
、
法
学
課

程
修
了
者
の
重
要
な
就
職
先
で
あ
っ
た
。
従
来
か
ら
、
法
学
課
程
修
了
者
は
他
の
専
攻
領
域
の
出
身
者
と
比
べ
て
、
政
府
や
行
政
庁
や

公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
よ
り
多
く
就
職
し
て
き
た
。
法
学
専
攻
が
社
会
科
学
専
攻
の
一
類
型
に
留
ま
っ
て
い
た
時
代
に
は

お
よ
そ

一
九
二
〇
年
ま
で

法
学
専
攻
者
の
地
位
は
安
泰
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
以
来
、
法
学
専
攻
者
は
他
の
専
攻
領
域
の
出
身
者
と
競

合
関
係
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
に
法
学
専
攻
者
と
競
合
関
係
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
社
会
学
専
攻
者
と
経
済
学
専
攻
者
で

あ
っ
た
。
経
済
学
専
攻
者
は
今
日
で
も
法
学
専
攻
者
と
競
合
関
係
に
あ
る
。
社
会
学
専
攻
者
の
役
割
は
し
だ
い
に
心
理
学
や
行
政
学
、

経
営
学
と
い
っ
た
新
専
攻
の
出
身
者
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
裁
判
所
の
職
や
法
廷
弁
護
士
、
公
証
人
の
場
合
と
は
異
な
り
、

政
府
や
行
政
庁
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
は
法
学
専
攻
者
に
代
替
す
る
専
攻
者
の
選
択
肢
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
法
曹
資
格
取
得
者
で

あ
る
こ
と
は
、
法
的
に
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。
政
府
、
行
政
庁
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
業
務
は
、
必
ず
し
も
、
い
や
一
次
的
に

す
ら
、
法
的
業
務
で
は
な
い
。
政
策
形
成
と
執
行
、
そ
し
て
組
織
運
営
に
は
法
曹
の
手
法
と
は
異
な
る
手
法
が
用
い
ら
れ
る
。
だ
が
政

府
、
行
政
庁
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
、
法
曹
に
と
っ
て
な
お
重
要
な
職
域
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
法
曹
の
四

分
の
一
が
こ
の
領
域
に
職
を
得
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
公
共
部
門
の
縮
小
傾
向
の
も
と
で
法
曹
資
格
取
得
者
が
こ
の
位
置
を
維
持
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
状
況
の
も
と
に
あ
る
。
私
は
二
つ
の
戦
略
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
私
た
ち
は
法
学

部
生
に
法
曹
の
手
法
と
は
異
な
る
手
法
を
あ
わ
せ
学
ば
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
法
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
経
済
学
や
経
営
学
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
科
目
を
設
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
実
績
評
価

ＥＵ諸国における法曹の新しい職域：オランダの場合
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に
つ
い
て
の
知
識
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。
第
二
に
、
政
府
や
行
政
庁
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
業
務
に
法
曹
の
知
識
と
技
能
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

｢
o

ratio
p

ro
d

o
m

o
(

仲
間
内
の
宣
言)

(

�)｣

に
留
ま

る
も
の
で
は
な
い
。
私
は
、
政
府
や
行
政
庁
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
法
的
な
質
は
向
上
さ
れ
う
る
し
、
ま
た
向
上
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
真
剣
に
考
え
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
行
政
に
は
よ
り
多
く
の
法
曹
資
格
取
得
者
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
結
論
を

言
え
ば
、
公
共
部
門
に
お
け
る
法
曹
の
新
た
な
重
要
な
職
域
と
は

(

財
務
管
理
や
会
計
と
も
似
た)

法
的
管
理

[
le

g
al

co
n

tro
llin

g]

で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
法
的
管
理
者
は
公
共
団
体
の
被
用
者
た
り
う
る
が
、
何
ら
か
の
形
で
法
律
事
務
所
と
提
携
す
る
民
間
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
事
務
所
の
被
用
者
で
あ
る
方
が
、
よ
り
一
般
的
で
あ
る
。
他
方
、
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所
が
公
共
団
体
内
部
の
不
服

申
立
手
続
に
担
当
者
を
派
遣
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
役
割
の
ほ
と
ん
ど
は
公
共
団
体
そ
れ
自
体
に
雇
わ
れ
た
職
員
に
よ
っ
て

担
わ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
公
共
部
門
に
属
す
る
法
曹
に
と
っ
て
も
、
Ｅ
Ｕ
法
と
国
際
法

(

こ
こ
で
も
ま
た
と
り
わ
け
加
盟
諸
国
の
国

内
法
レ
ベ
ル
の
法)

が
新
し
い
活
動
領
域
と
な
っ
て
い
る
。

企
業残

念
な
こ
と
だ
が
、
私
は
民
間
企
業
、
す
な
わ
ち
商
事
会
社
で
働
い
て
い
る
法
曹
に
つ
い
て
の
正
確
な
数
字
を
把
握
し
て
い
な
い
。

概
略
的
な
数
字
を
挙
げ
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
の
一
〇
％
の
法
曹
が
企
業
等
の
民
間
部
門
で
働
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
口
一
〇
万
人
あ
た

り
二
五
人
の
法
曹
が
民
間
部
門
で
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
企
業
法
曹
は
、
た
と
え
ば
Ａ
Ｄ
Ｒ

(

消
費
者
や
取
引
先
と
の
交

渉)

や
証
券
取
引
法
に
専
門
化
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
法
や
国
際
法
、
そ
し
て
国
際
私
法
は
、
国
際
志
向
の
企
業
に
と
り
わ
け
関
心
が
高

い
。
企
業
内
法
曹
に
と
っ
て
の
比
較
的
に
新
し
い
業
務
領
域
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る

｢

よ
き
経
営｣

が
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
よ

り
も
、
む
し
ろ
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

(

�)

翻 訳
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上
述
の
よ
う
に
、
一
九
九
六
年
以
来
、
企
業
は
組
織
内
法
廷
弁
護
士
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
法
廷
弁

護
士
は
急
速
に
普
及
し
て
き
て
い
る
が
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
欧
州
司
法
裁
判
所
が
企
業
内
法
廷
弁
護
士
は
証
拠
提
出
拒
絶
権
を
有
し

な
い
と
判
示
し
た
た
め
に
、
こ
の
タ
イ
プ
の
弁
護
士
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
不
確
か
と
な
っ
て
い
る
。

(

�)

た
と
え
ば
競
争
法
の
領
域
で

は
、
証
拠
提
出
拒
絶
権
の
欠
如
は
明
ら
か
に
不
利
益
で
あ
る
。
企
業
内
法
曹
は
こ
の
領
域
で
は
所
属
企
業
と
法
律
事
務
所
の
間
の

｢

つ

な
ぎ
役｣

と
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
組
織
内
法
廷
弁
護
士
が
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
に
な
お
変

わ
り
は
な
い
。

紛
争
と
そ
の
解
決

私
た
ち
は
こ
こ
ま
で
法
曹
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
議
論
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
側
か
ら
問
題
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
。

今
度
は
そ
の
需
要
側
か
ら
問
題
に
光
を
当
て
て
み
よ
う
。
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
人
々
が
ど
れ
だ
け
深
刻
な
紛
争
を
抱
え
て
お
り
、
潜

在
的
に
ど
れ
だ
け
法
曹
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
。
私
は
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
た
い
。

(

�)

す
な
わ
ち
、
一
八
歳
以
上
の

ど
れ
だ
け
の
人
々
が
過
去
五
年
間
に
一
回
以
上
の
紛
争
に
関
わ
っ
て
き
た
か
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
。
注
意
し
て
欲
し
い
が
、
私
の
提

供
す
る
数
字
は
民
事
・
行
政
事
件
に
の
み
関
わ
る
数
字
で
あ
り
、
刑
事
事
件
に
関
す
る
数
字
を
含
ま
な
い
。
ま
た
法
人
の
数
字
は
除
外

し
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、[

一
八
歳
以
上
の]

人
々
の
三
分
の
二
が
、
こ
こ
五
年
間
で
一
回
以
上
深
刻
な
紛
争
を
経
験
し
て
い
る
。

し
か
も
、
深
刻
な
紛
争
を
経
験
し
た
人
は
平
均
し
て
三
・
七
件
の
紛
争
を
経
験
し
て
い
る
。
平
均
す
る
と
、
一
八
歳
以
上
の
人
々
は
五

年
間
の
う
ち
に
二
・
五
件
の
深
刻
な
紛
争
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
二
五
歳
か
ら
三
四
歳
ま
で
の
間
の
人
々
が
最
も
多
く
紛
争

を
抱
え
て
い
る
。
容
易
に
分
か
る
と
お
り
、
よ
り
多
く
社
会
的
接
触
が
あ
る
者
は
、
概
し
て
紛
争
に
関
わ
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
関
係

が
成
り
立
つ
。
こ
こ
で
の
問
題
は
以
下
の
項
目
に
関
連
す
る
。

ＥＵ諸国における法曹の新しい職域：オランダの場合
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[

深
刻
な
民
事
・
行
政
紛
争

(

二
〇
〇
三
年
調
べ
・
最
近
五
年
間)]

以
下
の
数
字
は
こ
う
し
た
紛
争
す
べ
て
が
ど
の
よ
う
な
顛
末
を
迎
え
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る：

[

解
決]

翻 訳

労
働

25.6
％

製
品
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
購
入

22.4
％

不
動
産
所
有

14.6
％

金
銭

13.4
％

賃
貸
借

(

家
屋)

9.8
％

家
族
、
子
供

8.7
％

保
健
・
医
療

3.2
％

そ
の
他

2.3
％

民
事

87.6
％

行
政

12.4
％

何
も
し
な
い

(

泣
き
寝
入
り)

10
％
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[

内
容
面
で
の
違
い]

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入：
何
ら
か
の
行
動
が
起
こ
さ
れ
、
合
意
に
よ
る
解
決
が
多
い

労
働：

多
く
は
泣
き
寝
入
り

賃
貸
借：

多
く
は
努
力
し
た
が
甘
受

行
政
事
件：

民
事
事
件
よ
り
も
公
式
の
手
続
を
用
い
る
場
合
が
多
い

結
論
を
言
え
ば
、
上
述
の
法
的
問
題
の
わ
ず
か
の
割
合
、
す
な
わ
ち
た
っ
た
の
四
％
し
か
裁
判
所
に
よ
る
判
決
に
た
ど
り
着
か
な
い

の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
権
利
主
張
文
化

[
claim

cu
ltu

re]
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
な
指
標
は
何
も
な
い
。
管
見
に
よ
れ
ば
、

オ
ラ
ン
ダ
で
は
訴
訟
爆
発
は
発
生
し
て
い
な
い
。

(

�)

裁
判
官
や
公
証
人

量
的
観
点
か
ら
す
れ
ば

と
り
わ
け
法
廷
弁
護
士
と
い
っ
た
伝
統
的
な
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
な

お
法
曹
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
職
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
伝
統
的
法
曹
職
が
ど
れ
ほ
ど
誇
れ
る
も
の
か
。
伝
統
的
な
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ン
は
尊
敬
で
き
る
、
栄
誉
あ
る
専
門
職
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
日
の
講
演
テ
ー
マ
の
導
入
部
分
で
、
私
は
、
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ＥＵ諸国における法曹の新しい職域：オランダの場合

努
力
し
た
が
甘
受

(

撤
退)

36
％

合
意

48
％

公
的
裁
決

７
％

裁
判
に
よ
ら
な
い

３
％

裁
判
に
よ
る

４
％
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ン
に
対
す
る
批
判
的
見
解
を
挙
げ
て
お
い
た
。
私
た
ち
は
み
な
法
曹
に
ま
つ
わ
る
ジ
ョ
ー
ク
や
警
句
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

そ
う
い
っ
た
ジ
ョ
ー
ク
や
警
句
の
類
ば
か
り
を
掲
載
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
さ
え
あ
る
。
そ
こ
に
は

｢

一
頭
の
牛
に
つ
い
て
訴
え
を

起
こ
そ
う
と
す
る
者
は
牛
二
頭
分
の
訴
訟
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。

(

�)

法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン

の
否
定
的
側
面
は
無
視
で
き
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
の
工
業
、
商
業
、
貿
易
は
毎
年
八
〇
〜
九
〇
億
ユ
ー
ロ
を
法
律
顧
問
料
と
訴
訟
費
用
と

し
て
支
出
し
て
い
る
。

(

�)

こ
の
金
額
は
国
民
総
生
産
の
〇
・
六
九
％
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ド
イ
ツ
で
は
、
工
業
、
商
業
、
貿
易
の
法
的
コ

ス
ト
は
国
民
総
生
産
の
〇
・
五
九
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。[

オ
ラ
ン
ダ
で
高
い
法
的
コ
ス
ト
が
か
か
る]

理
由
は
周
知
の
も
の
で
あ
る
。

立
法
が
細
分
化
さ
れ
、
監
督
機
関
の
権
限
が
大
き
く
、
実
際
に
法
的
損
害
発
生
の
リ
ス
ク
が
存
在
し
、
い
っ
た
ん
紛
争
が
発
生
す
れ
ば

公
式
の
訴
訟
手
続
が
唯
一
の
紛
争
解
決
方
法
と
い
う
こ
と
さ
え
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

欧
州
諸
国
は
、
法
的
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
司
法
に
よ
る
紛
争
解
決
が
制
度
の
負
担
過
剰
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
一
貫
し
て
努

力
し
て
い
る
。
こ
れ
は
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
も
ま
た
民
事
手
続
法
を
英
国
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
改
正
し
た
。

(

�)

裁
判
で
は
、

合
議
制
で
は
な
く
単
独
制
が
優
先
さ
れ
る
。
審
理
回
数
に
制
限
が
設
け
ら
れ
、
控
訴
の
可
能
性
も
限
定
さ
れ
る
。
裁
判
官
は
手
続
の
迅

速
性
を
監
督
す
る
。
さ
ら
に
、
紛
争
解
決
の
実
現
を
図
る
た
め
、
当
事
者
は
出
廷
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。[

以
上
の
改
革
は]

い
ま

の
と
こ
ろ
順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

最
近
の
一
〇
年
で
は
、
調
停
、
交
渉
、
あ
っ
せ
ん
と
い
っ
た
方
法
が
、
判
決
よ
り
も
望
ま
し
い
解
決
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
は
じ
め
て

い
る
。
私
は
、
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
多
く
の
点
で
モ
デ
ル
た
り
う
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
政
治
家
や
実
業
家
、
司
法
行
政

担
当
者
や
法
学
研
究
者
に
と
っ
て
な
ら
ば
と
も
か
く
、
訴
訟
の
領
域
で
は
断
じ
て
そ
う
で
は
な
い
。
最
近
の
流
行
は
、
訴
訟
で
は
な
く

調
停
、
交
渉
、
あ
っ
せ
ん

こ
れ
ら
は
Ａ
Ｄ
Ｒ
、
つ
ま
り
判
決
に
よ
ら
な
い
紛
争
解
決
と
呼
ば
れ
る

を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。

Ａ
Ｄ
Ｒ
は
具
体
的
事
案
に
お
い
て
は
裁
判
所
で
も
用
い
ら
れ
る
。
Ａ
Ｄ
Ｒ
も
ま
た
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
領
域
だ
と
言
え
る
が
、

翻 訳
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こ
れ
は
ま
た
心
理
学
者
な
ど
法
専
門
家
で
は
な
い
人
々
に
参
入
機
会
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
法
曹
は
訴
訟
以
外
の
紛
争
解
決
方
法
に
も
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
曹
が
そ
の
よ

う
な
紛
争
解
決
方
法
に
通
じ
て
い
れ
ば

ど
う
し
て
そ
う
し
な
い
で
い
ら
れ
よ
う

Ａ
Ｄ
Ｒ
の

流
行
は
法
曹
に
と
っ
て
何
ら
脅
威
で
は
な
い
。
付
言
し
て
お
け
ば
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
流
行
は
本
質
的
に
新

た
な
変
化
な
ど
で
は
な
い
。
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
新
し
さ
は
営
業
上
の
理
由
か
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。管

見
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
が
い
く
つ
か
の
紛
争
領
域
に
適
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た

と
え
ば
離
婚
紛
争
や
商
事
紛
争
に
は
適
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
法
曹
は
し
ば
し
ば
法
曹
以
外
の

専
門
家
よ
り
も
、
さ
ら
に
優
れ
た
調
停
人
、
交
渉
人
、
あ
っ
せ
ん
人
た
り
う
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
は
法
曹
を
よ
り
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

な
ん
ら
法
曹
を
脅
か
す
も
の
で
は
な
い
。

法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
領
域

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
統
計
情
報
に
よ
れ
ば
各
国
の
法
曹
数
は
上
掲
表
の
通
り
で
あ
る

(

オ
ラ
ン

ダ
に
関
す
る
情
報
を
除
く)

。

私
た
ち
は
比
較
と
い
う
極
度
に
難
し
い
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
オ
ラ
ン
ダ

で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
法
曹
数
が
多
い
と
い
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
。
実
際
、

ア
メ
リ
カ
の
法
曹
数

(

一
〇
〇
％
が
法
廷
弁
護
士)
と
オ
ラ
ン
ダ
の
法
廷
弁
護
士
の
数

(

全
法
曹
の

ＥＵ諸国における法曹の新しい職域：オランダの場合

* ここに挙げたオランダの法曹数は法廷弁護士だけの数字でなく､ 全法曹数である｡

国名 総人口 法曹数 人口一〇万人あたりの法曹数

日本 127,000,000 24,000 15.7

アメリカ 283,000,000 1,000,000 353.4

イギリス 59,000,000 83,000 140.7

ドイツ 82,000,000 110,000 134.1

オランダ 16,000,000 40,000* 250.0*
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三
分
の
一)

と
が
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
比
較
は
誤
解
に
基
づ
く
。
こ
う
し
た
誤
解
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
全
法
曹
が

法
廷
弁
護
士
の
資
格
を
有
し

法
廷
弁
護
士
と
し
て
登
録
さ
れ

、
そ
れ
は
一
度
も
出
廷
し
た
こ
と
の
な
い
法
曹
で
さ
え
そ
う
だ

と
い
う
事
実
か
ら
生
じ
る
。
も
う
一
つ
の
誤
解
は
、
一
定
の
法
専
門
領
域
に
部
分
的
に
異
な
る
業
務
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
生
ず
る
。
た
と
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
の
公
証
人
の
業
務
の
一
部
は
、
他
の
諸
国
で
は
裁
判
官
や
事
務
弁
護
士
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
の
法
曹
割
合
が
極
端
に
低
い
と
い
う
こ
と
は
全
く
も
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
て
も
、
ま
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
比
べ
て
も
、
法
学
部
卒
業
生
の
う
ち
三
・
四
％
し
か

[

従
来
型]

司
法
試
験
に
合
格
し
な
い
と
は
信
じ
が
た
い
。
オ
ラ
ン
ダ
で

も
、
他
の
欧
州
諸
国
で
も
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
で
も
、
法
廷
弁
護
士
は
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
主
要
職
域
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
は
、
法
廷
弁
護
士
が
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
領
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
あ
り
き
た
り
の
結
論

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

訴
訟
率
の
低
さ
ゆ
え
に
、
日
本
は
Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
で
し
ば
し
ば
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
だ
が
、
私
に
は
、
日
本
の

法
制
度
と
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
使
い
勝
手
が
悪
い
だ
け
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
即
断

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
結
論
を
出
す
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
社
会
に
お
け
る
紛
争
数
と
紛
争
の
特
質
に
つ
い
て
よ
り
多

く
の
情
報
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
社
会
的
・
法
的
関
係
の
量
と
密
度
、
権
利
と
所
有
の
あ
り
方
、
公
法
と
私
法
の
関
係
、
司
法
支
援
体

制
な
ど
に
つ
い
て
さ
ら
に
情
報
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
う
し
た
諸
側
面
の
検
討
を
す
べ
て
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

(

�)

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
ポ
ス
ト
数
が
制
限
さ
れ
て
い
る
の
は
裁
判
官
だ
け
で
あ
る
。
法
廷
弁
護
士
の
数
は
、
認
定
を
必
要
と
す
る
と
は
い

え
、
制
限
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｅ
Ｕ
法
は
、
自
由
市
場
の
実
現
を
強
く
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
、
数
年
前
に
は
法
廷
弁

護
士
へ
の
参
入
が
さ
ら
に
緩
和
さ
れ
た
。
一
九
九
六
年
以
来
、
収
入
の
す
べ
て
を
一
人
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

彼
ら
の
雇
用
主
た
る
会

社
の
こ
と
だ
が

か
ら
受
け
取
る
法
曹
が
法
廷
弁
護
士
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
訴
訟
を
行
う
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

翻 訳
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組
織
内
法
廷
弁
護
士
は
、
実
際
に
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
の
新
類
型
で
あ
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
の
重
要
な
新
領

域
は
保
険
法
で
あ
る
。

同
様
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
伝
統
的
な
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
業
務
が
新
た
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
た
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
訴
訟
と
比
べ
て
相
談
や
Ａ
Ｄ
Ｒ
が
好
ま
れ
る
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。
そ

う
し
た
業
務
は
本
質
的
に
新
し
い
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
新
し
い
あ
り
方
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
公
証
人
、
法

廷
弁
護
士
は
こ
う
し
た
業
務
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
多
く
の
法
曹
が
相
談
や
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
専
門
特
化
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か

の
点
で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
も
ま
た
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
領
域
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
い
っ
た
ん
訴
訟
に
な
れ

ば
、
法
廷
弁
護
士
は
従
来
以
上
に
手
続
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
振
る
舞
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

｢

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン｣

と
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
性
を
備
え
た
職
業
と
定
義
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
律
性
、
専
門
性
、
そ
し
て

独
自
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
点
、
多
く
の
法
曹
が
政
府
や
行
政
庁
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
働
い
て
い
る
。
彼
ら
は
法
曹
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。
彼
ら
は
政
策
立
案
者
な
い
し
政
策
運
営
者
で
あ
る
。
他
の
ほ
と
ん
ど
の
職
域
と
異
な
り
、
こ
こ
で
は
法
曹
は
他

の
専
門
職
と
競
争
を
強
い
ら
れ
る
。
政
策
立
案
者
や
政
策
運
営
者
は
、
法
曹
の
手
法
と
は
異
な
る
手
法
を
必
要
と
す
る
固
有
の
活
動
領

域
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
政
策
立
案
と
政
策
運
営
の
い
ず
れ
も
法
曹
の
重
要
な
活
動
領
域
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
新

職
域
は
法
的
管
理
で
あ
る
。

以
上
を
通
じ
て
、
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
領
域
に
つ
い
て
い
く
つ
も
言
及
し
て
き
た
。
こ
の
点
、
法
曹
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン

の
新
領
域
の
内
実
は
法
そ
れ
自
体
の
発
展
と
相
関
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
法
は
加
盟
国
国
内
私
法
、
行
政
法
、
刑
法
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

い
ま
や
裁
判
官
、
法
廷
弁
護
士
、
公
証
人
、
省
庁
の
政
策
立
案
者
、
法
学
者
た
ち
の
す
べ
て
が
Ｅ
Ｕ
法
に
通
暁
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
自
ら
の
専
門
法
領
域
以
上
の
知
識
を
備
え
て
い
る
必
要
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
国
内
法
の
一
部
と
し
て
の
知
識

ＥＵ諸国における法曹の新しい職域：オランダの場合
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は
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
多
く
の
Ｅ
Ｕ
行
政
機
構
が
法
曹
に
職
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。上

述
し
て
き
た
す
べ
て
の
こ
と
が
法
学
教
育
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
ま
た
、
そ
れ
は
法
学
研
究
に
対
し
て
も
い
く
つ
も
の
問
を
投
げ

か
け
る
。
思
い
つ
き
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
法
廷
弁
護
士
や
公
証
人
の
営
利
化
傾
向
と
な
お
残
る
彼
ら
の
公
的
役
割
と
の
あ
い
だ
の
緊
張

関
係
が
そ
う
で
あ
る
。
国
家
の
手
が
及
ば
な
い
領
域
で
は
、
私
企
業
に
つ
い
て
も
同
様
の
緊
張
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る(

よ
き
経
営)

。

少
な
く
と
も
、
さ
ら
に
説
明
と
検
討
を
必
要
と
す
る
多
く
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

＊
本
稿
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
法
学
部
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
授
に
よ
り
、
二
〇
〇
六
年
一
月
三
〇
日

に
行
わ
れ
た
法
学
会
講
演
会

(
平
成
一
七－

二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(

Ａ)
｢

法
曹
の
新
職
域
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
構
築｣

研
究
会
を
兼
ね
る)

の
報
告
原
稿
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

１)

こ
う
し
た
批
判
を
象
徴
的
に
描
き
出
し
て
い
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人

H
o

n
o

re
D

au
m

ie
r

に
よ
る
絵
画

L
E

S
G

E
N

S
D

E
JU

S
T

IC
E

で
あ
る
。

(

２)

本
稿
に
お
け
る
統
計
は
以
下
の
組
織
に
よ
る
も
の
を
参
照
し
て
い
る：

オ
ラ
ン
ダ
中
央
統
計
局
・
略
称
Ｃ
Ｂ
Ｓ

(
w

w
w

.cb
s.n

l)

、
オ

ラ
ン
ダ
司
法
省
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
・
略
称
Ｗ
Ｏ
Ｄ
Ｃ

(
w

w
w

.w
o

d
c.n

l)

、
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
裁
判
所

(
w

w
w

.re
ch

tsp
raak

.n
l)

で
あ
る
。

な
お
、
つ
ぎ
の
統
計
を
も
参
照
し
た：

D
e

S
tan

d
v

an
d
e

A
d

v
o

catu
u

r
2

0
0

4

お
よ
び

D
e

S
tan

d
v

an
d
e

R
e

ch
te

n
stu

d
ie

2
0

0
5

、
他
の

一
連
の
統
計
はA

m
ste

rd
am

に
あ
るU

itg
e

v
e

rij
K

S
U
(

w
w

w
.k

su
.n

l)
か
ら
得
ら
れ
た
。

(

３)

残
余
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
そ
れ
以
外
の
者
た
ち
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
な
っ
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
た
り
と
様
々
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
業
種
の
者
た
ち
が

(

な
お)

法
曹
な
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
。

(

４)

本
節
お
よ
び
以
下
の
過
去
統
計
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
文
献
を
参
照：

N
.

H
.

M
.

R
o

o
s,

Ju
risterij

in
N

ed
erla

n
d
.

S
ocia

le

翻 訳
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on
tw

ik
k

elin
gen

in
d

e
op

leid
in

g
en

d
e

b
eroep

en
va

n
ju

risten
(

L
aw

y
e

rs
in

th
e

N
e

th
e

rlan
d

s.
S

o
cial

d
e

v
e

lo
p

m
e

n
ts

in
th

e
e

d
u

catio
n

an
d

th
e

p
ro

fe
ssio

n
s

o
f

law
y
e

rs)
.

D
e

v
e

n
te

r:
K

lu
w

e
r,

1
9

8
1
.

(
５)

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
法
学
専
攻
の
学
生
割
合
は
一
九
四
五
年
以
降
下
が
っ
て
い
る
。

(
６)
ベ
ル
ギ
ー
で
は
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と：

L
u

c
H

u
y

se
e

n
K

atrie
n

M
e

ire
m

an
,

W
erk

k
rin

g
va

n
ju

risten
.

D
e

loop
b

a
a

n
va

n
d

e
L

eu
ven

se
a

lu
m

n
i

va
n

d
e

lich
tin

gen
1

9
9

0
�

1
9

9
2
(

w
w

w
.k

u
le

u
v
e

n
.ac.b

e)
.

(

７)

女
性
進
出
は
法
学
部
生
に
特
有
な
こ
と
で
は
な
い
。
医
学
部
生
の
あ
い
だ
で
は
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
。

(

８)

ベ
ル
ギ
ー
の
場
合
に
つ
い
て
、
前
出

L
u

c
H

u
y

se
e

n
K

atrie
n

M
e

ire
m

an
,

W
erk

k
rin

g
va

n
ju

risten
(

w
w

w
.k

u
le

u
v

e
n
.ac.b

e)

を

参
照
。

(

９)

私
個
人
と
し
て
は
殺
人
よ
り
も
行
政
手
続
に
関
心
が
あ
る
。

(

�)
S

e
e
,

M
em

ory
M

a
ga

zin
e

-
Ju

rid
isch

A
rb

e
id

sm
ark

t
-

e
n

Im
ag

o
-o

n
d
e

rzo
e

k
(

w
w

w
.jo

b
n

e
t.n

l)
.

(

�)

私
は
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
二
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
は
営
利
企
業
で
弁
護
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

(

�)
｢

被
用
者
法
廷
弁
護
士｣

に
つ
い
て
の
い
わ
ゆ
る

C
o

h
e

n
-L

aw
y
e

rs

な
る
呼
び
方
は
、
被
用
者
法
廷
弁
護
士
に
支
持
意
見
を
表
明
し
た

委
員
会
の
議
長
の
名
前
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。S

e
e

A
b

rah
am

M
o

u
ritz,

A
rs

A
equ

i
2

0
0

5
,

p
.

9
6

9
�

9
7

2
.

(

�)

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
は

｢

公
証
人｣
な
る
職
種
は
存
在
し
な
い
。

(

�)

こ
の
領
域
で
の
法
曹
の
役
割
と
は
、
た
と
え
ば
、
首
長
、
審
議
会
委
員
、
部
局
長
、
上
級
な
い
し
中
級
管
理
職
、
政
策
立
案
者
、
法
律

顧
問
、
訟
務
担
当
官
な
ど
で
あ
る
。

(

�)

こ
の
ラ
テ
ン
句
は

｢

仲
間
内
の
宣
言｣

と
訳
し
て
お
く
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

(

�)

こ
の
点
に
つ
い
て
有
名
な
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
のT

ab
ak

sb
latt

co
d
e

で
あ
る
。

(

	)
S

e
e
,

am
o

n
g

o
th

e
r

case
s,

A
k

zo
-A

k
cro

s
C

h
e

m
icals,

n
r.

C
-7

/0
4
(

w
w

w
.cu

ria.e
u
.in

t)
.

(


)
S

e
e

B
e

n
v

an
V

e
lth

o
v

e
n
,

M
a

rijk
e

ter
V

oert,
R

ech
ters

in
d

e
d

elta
:

O
ver

d
e

rol
va

n
d

e
rech

tsp
ra

a
k

in
d

e
b

eslech
tin

g
va

n
gesch

illen

va
n

N
ed

erla
n

d
se

b
u

rgers,
R

aad
v

o
o

r
d

e
re

ch
tsp

raak
,

R
e

ch
tstre

e
k

s
2

0
0

4
�

4
(

w
w

w
.re

ch
tsp

raak
.n

l)
.

(

�)
S

e
e

D
.

v
o

n
H

o
y

n
in

g
e

n
-

H
u

e
n

e
,
�
�
���

gerich
tlich

e
K

on
flictb

eh
a

n
d

lu
n

g
in

d
en

N
ied

erla
n

d
en

u
n

d
D

eu
tsch

la
n

d
,
�
��	



C

e
n

trale

��



M
e

d
iatio

n
,

2
0

0
0
,

P
.

1
1
.

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
他
の
欧
州
諸
国
と
比
べ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
公
式
の
訴
訟
手
続
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
ま
れ

ＥＵ諸国における法曹の新しい職域：オランダの場合
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で
あ
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
、
こ
の
句
は

‘W
ie

p
le

it
o

m
e

e
n

k
o
e
,

g
e

e
ft

e
r

e
e

n
to

e
’

と
い
う
よ
う
に
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に

M
.

G
alan

te
r

は
法
曹
ジ
ョ
ー
ク
に
関
す
るG

iv
in

g
In

sig
h

t
in

L
e

g
al

C
u

ltu
re

な
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
て
さ
え
い
る
。

(
�)

N
R

C
2

0
m

arch
2

0
0

4
.

(

�)
こ
の
点
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の

W
o

o
lf

卿
ル
ー
ル
や
多
様
な
申
立
手
続
の
創
設
、
ド
イ
ツ
の
訴
訟
迅
速
化
法
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

こ
こ
で
省
略
し
た
諸
側
面
に
つ
い
て
論
じ
た
有
名
な
文
献
と
し
て：

Jo
h

n
O

w
e

n
H

ale
y
,

A
u

th
ority

w
ith

ou
t

P
ow

er,
L

a
w

a
n

d
th

e

Ja
p

a
n

ese
P

a
ra

d
ox,

N
e

w
Y

o
rk

-
O

x
fo

rd
:

O
x

fo
rd

U
n

iv
e

rsity
P

re
ss,

1
9

9
1
,

1
9

9
5
.
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